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　 近年水稲に は，良食味新品 種が 次 々 に 登場す る た め，
品種 の 変遷 が大 き く，採種栽培 で は前年 と異な る 品種を

作付 けす る場合 が 多 い 。

　水稲種子 は，品質，発 芽力が 優 れ る だ け で な く，遺伝

的に も純度 の 高 い もの が 要求され る。こ の た め，採種栽

培で は 「異型株除去」 が 極 め て 重要 な 管理 作業 とな る。

　異型 株 は 採種 した種 子 に 異型 が 混 じって い る場合と，

前年落下 した 籾の 次年度出芽，す な わ ち漏生 とが あ る 。

と くに，前年 と異 な る 品種を作付 け した 場合，漏 生 に よ

る異 型 株発生 は 大 きな 問題 とな る
。

一旦 出芽 した漏生個

体の 手取 り除去 は ， 多大 の 労力が か か り，しか も株 ぎわ

の 漏生個体 は 見落 と しや す い の で ，漏 生 防 ［L効果 の 高い

除草剤 の 使用 が効 率的で 確実 で あ る 。

　しか し，最近普及 して い る新し い 除草剤 は 漏生防止効

果 の 高 くな い 剤もか な りあ る。ま た，採 種栽培用 と して

は，必 らず し も漏生防止効果の 高 い 除草剤を採用 して お

らず，一般栽培と同様 な除草剤 を 使用 して い る事例 が 多

い 。

　 こ こ で は，採 種 栽培で の 効率的 な 漏生防 止の た め，福

岡県 で 現在使 用 され て い る 主 な 初期除 草剤及 び今後普及

す る と考 え られ る 剤 の 中か ら，漏 生 防止効果 の 高い 初期

除草剤 を 選 定 し，そ の 使用法に つ い て 若干 の 知 見 を得 た

の で ，報告 す る 。

　　　　　　　　 材料お よび方法

　福岡県農業総合試験場豊前分場 に お い て ，コ シ ヒ カ リ

を 漏生供試品種 と して 1989年 とユ990年 に 試験を行 なった。
漏生供試 籾 は ハ ト胸 程度 に 催芽 し．   当 た り1989年 は

1，000粒 ， 1990年 は 420粒を 6月19〜20日の 代 か き直後 に

0〜2　 cm の 深 さ に 播種 し た。代か き 3 日 後 に ミネ ア サ ヒ

の 稚苗 を 手植 え した 。 試験区 は畦 畔波板及び板で 1区 1
  の 2区制に仕切 り，第 1表 に示 す 34剤 を 供試 した 。

　各剤 と も，処理 量 は標準 的 な使用量 と し，処理 時期は，
試験 設 計 の 都合 と，各剤の 相対的評価を得 る た め，移植

前処理 は移植 3 日前，移植後処 理 は 移植 3 日後 と した。
ま た，一・

部 の 剤 に っ い て は処 理 時期 を遅 く した 区 を設定

し，体系処理 に っ い て も検討 した 。

調査 は移植後 30日前後 に行な い，試験区全部 の 漏生本

数 を調 査 した 。

　な お，1990年，豊前分場の 7〜 9a の 原種圃場を用 い

第 2表に示す 3剤 に っ い て，
一
般 圃場 と 同様 な条件下 で

の 前年落下籾 の 漏生本数に っ い て の 検討を， 各剤 1圃場

で 行 な った 。

　　　　　　　　　結果お よび考察

1．試 験経 過 概要

　無処理 区の 漏生籾 出芽率 は 1989年 は57％，1990年 は 42

％で あ っ た。出芽防止 効 果 は 除草剤間 に 大 き い 差 が み ら

れ，反 復 や年次間差 は比較的少 な か っ た （第 工表）。

2．各種除草剤 の 漏生防止効果 （第 1表）

　（1） 漏生防止効 果 の 大 き い （無処理 区 に対す る漏生本

数 が 9 ％以 F）除草剤 は オ キ サ ジ ァ ゾ ン 乳 剤お よ び そ の

混合剤 の 移植前 3 日処 理 と，プ レ チ ラ ク ロ
ール ，メ フ ェ

ナ セ ッ ト，ブ タ ク ロ
ー

ル 各粒剤，お よ び そ の 混合剤 の 移

植 後 3 日 処理 で あ っ た 。 混合剤 の 効果 は ， 混合さ れ た基

剤の 中 で 最 も効果 の 高い 剤 の 効果 と同程度か や や 高 い 効

果 を 示 した。

　な お，ジ メ タ メ ト リン （0．2％粒剤） は単剤 で の 効果
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第 1表 除草剤 と漏生籾出芽 （移植後27日，お よ び31凵調査）
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薬　　剤 　　名　 （成分名） 処理時期 処 理 量 成分含有量
罰r．．．．．、

籾出芽数対無処理 化
　　 内
19891990 平均

移植前後 日 m4 ・9／a ％ ％ ％ ％

無 　　処　　理 　（  当 た り籾出芽数 ；本）
一一 一 一 100100100

（573） （ユ76） （
一

）　　　　　 1
ピラゾレート・プレチラクロ

ール ・ジメタメトリン 粒 十 3 300 6．0十 1．5＋ 0，2 0 o 0
ジメタメトリン ・プレチラクロ

ー
ル 粒 十 3 300 0．1十 2．0 t 0 t

オキサジアゾン 乳
一3 50 120 t 1 1

ピラゾスル フロ ンエ チル ・メフ ェ ナセッ ト・ 粒 十 3 300 0．07十 3、5 3 0 1
オキサ ジアゾン ・ブタクロ

ール 乳 3 50 8．〇十 12．0 t 3 1

プレチ ラクロ
ー

ル 粒 十 3 300 2、0 3 0 2
ピラゾキシフ ェ ン ・プレチラクロ

ール 粒 1．．3 300 6，0 十 1．5 2 2 2

ピラゾレート・ブタクロール 粒 ＋ 3 30D 6，0十 2．5 3 t 2

ベ ンス ルフ ロ ンメチル ・ベ ンチオカーブ・メフ ェ ナセ ッ ト 粒 十 3 300 0．17十 5 十 LO 一 2 2
ベ ンスル フ ロ ンメチル ・ダイム ロ ン ・メフ ェ ナセ ッ ト 粒 十 3 300 0．17＋ 1．5＋ 3．5 一 2 2
メフェナセ ッ ト 粒 十 3 300 4．0 5 1 3
プレチラクロ

ール ・クロ メプロ
ッ プ 粒 十 3 300 1．5十 L5 9 t 5

プタクロ
ール 粒 十 3 300 2．5 14 1 7．．「．．1．．．．．．．．．．．．．．．．．．．1．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．r．．．．．．

CNP
．．．．．．

粒 1

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　 　− 3
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　 　 300
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　 　 　 9．0
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　 11
．．．．．．．．．．．．
一

．．．．．．．．．．．．

　ll
クロ メ トキシニ ル 粒

CNP　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 粒

ベ ンゾフ ェ ナ ッ プ・ピリブチカルブ・プロ モ ブチ ド フロ ァ プル

ジチオピル 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　粒

ベ ンチオカ
ーブ。CNP 　 　 　 　 　 　 　 粒

．

ピリブチカル ブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒

ベ ンチオカ
ー
ブ　　　　　　　　　　　　　　　　粒

ベ ン スル フ ロ ンメ チル ・
エ ス プロカル ブ　　　　　　　　粒

ピラゾレ
ー

ト・プロ モ ブチ ド　　　　　　　　　　　　　粒
ピラゾキシ フ ェ ン ・プロ モブチ ド 粒

ベ ンスル フロ ンメチル ・ベ ンチオカーブ 粒

＋ 3　 　 　 300
＋ 3　 　 　 300
十 3　 　 　 　 100
＋ 3　 　 　 300
十 3　 　 　 　 300

十 3　 　 　 　 300

十 3　 　 　 　 300

＋ 3　 　 　 　 300

i3 　 　 　 　 3〔〕O

十 3　 　 　 　 300
十 3　 　 　 　 300

　 　 7．0

　 　 9、012
一
ト5．7十 10

　 　0．47

．0 十6．0

　 　3．3

　 10．00

．17．17．0

7、0 ト
．5．0

7．0十 5．0

0．17一ト7，0

171

1108253

£∪
ρ

0

［
b

8

−

02

ρ
03

．

−

り

02223

一

7674

一

88

490263

．

13880

1

−

222355667

ペ ンスル フ ロ ンメチル ・ジメピペ レート 粒 ！ 十 3 300 0．17十 10．O
．
　　87 63 75

ピラゾキシフ ェ ン 湿 十 3 300 10，0　 　 　 275

一 75

ジメ ピペ レ
ー

ト 粒 十 3 300 lo．o　　 I76 一 76
ピラゾレート 粒 十 3 300 10、0 75 84 80
ジメ タメ トリン 粒 十 3 300 0．2 一 80 80
プロ モブチド 粒 十 3 300 5、0 71 97 84
ピ ラゾレート・モ リネート 粒 ＋ 3 300 6．0＋ 8、0 89 一 89
ベ ンスル フロ ン メチル 粒 十 3 旨　　 30D O．17 92 88 90
モリネート 粒 1．3　 　 i 　　　　；30D

　　　　「
8．O 90 一 9〔〕

ピラゾスル フ 卩 ンエ チル 粒 ト 3 300　 　
ヨ

0．07 ユ04 99102　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
オキサジ・ブタクロ

ー
∫峨→ベ ン スル ・ベ ンチオカ

ーブ 粒
一3→十 750 十 300 他剤参 照 o 一 0

オキサジ。ブタクロ
ー
ル乳→ベ ンチオカーブ・CNPL．’1’L．．．．・．．．．．、．．．．．　　　　　　．．．．．1．．．−．．．」．．．．．　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．．．．．．．． 粒　　 　 　　 　

．3　＞ 十 7．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ト．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　 50．｛300．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
　 　 　 　 〃

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
　　一
．．．．．．．

　 　　 0．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．蔓．．
ピラゾレート・プレチラクロ ール ・ジメタメ トリン 粒 十 7 300 6．O＋ 1，5＋ 0．2 ．一 49 49
ピラゾレート・ブタクロ

ール 粒
．
＋ 7 300 6、0十 2．5 一 73 73

ベ ンスル フロ ンメチル ・ベ ンチオカ
ー

プ 粒 十 7 300 0．17＋ 7．0 93 一 93

注）  tは 0．5％未満 　   平均 は小数点以下 1位を含 め て 算出
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第 2表　原種 圃に お け る前年落下籾 の 10a 当 た リ漏生本数 （1990年）

薬 剤 名 処 理 時期 処 理 量 漏 生 本数

オ キ サ ジ ア ゾン ・ブ タ ク ロ ール 　　　　 （デ ル カ ．
ソ ト）乳

ピ ラ ゾ キ シ フ ェ ン ・プ レ チ ラ ク ロ ール 　 （ワ ン rd　一ル ）粒

ベ ソ ス ル フ ロ ン メ チ ル ・ジ メ ピペ レ
ー

ト　（プ ッ シ ュ ）粒

一4
十 4
十 4

500me／ ／0a　　　 4本／10a

　3  　　　　　　 12

　 3kg　　 　 　　 　 130

注）前年作付品種 ： ミネ ア サ ヒ，収穫
卩

コ ンバ イ ン ・ワ ラ す き込 み，前作 ：小麦

は小さ い が，上 記剤 との 混合剤 と す る こ と に よ り，極 め

て 高い 効果 を示 し，相乗効果 が あ る と思 わ れ た 。

　 （2〕 漏生防止効果 の 中程度 （無処理 区 に 対す る 漏生本

数 10〜33％） の 除草剤 は，ク ロ メ トキ シ ニ ル，CNP ，

ジ チ オ ピル ，ピ リ プ チ カ ル ブ各粒剤 の 移植後 3 日処理

で ，他 に ベ ン ゾ フ ェ ナ ッ プ ・ピ リ ブ チ カ ル プ ・ブ 卩 モ ブ

チ ド フ ロ ア ブ ル 剤 とベ ン チ オ カ ーブ ・CNP 粒 剤 で

あ っ た。

　 〔31 漏生防止効果 の 小〜無 （無処理 区に 対す る漏生本

数 50％以上） の 除草剤 は，ベ ン チ オ カ
ープ，ピ ラ ゾキ シ

フ ェ ン ，ジ メ ピ ペ レ
ー

ト，ピラ ゾ レ
ー

ト，プロ モ プチ ド，

モ リネー ト，ベ ン ス ル フ ロ ン メ チ ル
，

ピ ラ ゾ ス ル フ ロ ン

エ チ ル 各粒剤，お よ び こ れ ら漏生防止効果 の 小〜
無同士

の 混合剤 で あ っ た 。

　 な お ，
こ れ ら漏生防止効果 の ほ と ん ど無 い 剤の 中に は，

た ん水直播 に利用可能 な剤 もあ る と考 え られ た 。

3．体系処 理 の 漏 生 防止 効果

　 オ キ サ ジ ア ゾ ン ・ブ タ ク ロ
ール 乳剤 の 移植前処 理 と ベ

ン ス ル フ ロ ン メ チ ル ・ベ ン チ オ カ ーブ粒剤 ， ま た はベ ン

チ オ カ
ー

ブ ・CNP 粒剤 の 体系処 理 は い ず れ も漏生 は見

られ ず ， 各剤 の 単独処理 よ り効果 は安定 して い た （第 ユ

表）。

4 ．処 理 時期 の 違 い に よ る漏生 防止 効 果 の 変動

　 移植後 3 日処理 と移植後 7 日処理 の 2水準 の みの 検討

で あ っ た が，ピ ラ ゾ レ
ー

ト ・ブ タ ク ロ
ール ，ベ ン ス ル フ

ロ ン メ チ ル ・ベ ン チ オ カ
ーブ両粒剤 と も，処 理 時期 が遅

くな れ ば 効果 は か な り低下 した （第 1表）。

　処 理 時期 と漏生防止効果 の 変動 に っ い て は，さ らに 検

討が 必要 で あ る 。

5．漏生個体 の 発生位置

　無処理 区 に ム ラ サ キ イ ネ を 漏生供試品種 と して 播種

し，そ の 発生位置を 確 か め た （デ
ー

タ 略）。発生 は 均
一一

で あ った が，一
部 の 個体 は 移植株 の 中や 移植株 の 近 くか

ら発生 し，分 げ っ と見分けの つ き に くい 個体 もか な り見

られ た こ と か ら，漏生 が 多 い 場合，手取 り に よ る 除去 は

か な り困難 と考えられ た 。

6．一
般栽培条件下 に お ける 前年落下籾 の 漏生本数

　無 除草区 で は，根本 ら
L，

は 10a 当 た り3S〜305本 の 漏

生が あり，山崎 ら
2）

は a 当た り平均86本の 野良生 えが あ っ

た と報告 して い る。

　本試験 で は 第2 表 に 示す よ うに， 3剤 を供試 し検討 し

た が ， 漏生防止効果 の ほ とん ど無 い ベ ン ス ル フ ロ ン メ チ

ル ・ジ メ ピ ペ レ
ー

ト 粒剤 で は，10a 当 た り130本 の 漏生

が あ っ た。こ の よ うな 効果の 低 い 剤 を 使用 し た 場合 の 異

型株 の 手取 り除去はか な りの 労力が必要で，か っ ，見落

と しに よ る異種型株混入 の おそ れ も大 きい と思われ た。

　 し か し
，

オ キ サ ジ ア ゾ ン ・ブ タ ク ロ
ー

ル 乳剤 や ピ ラ ゾ

キ シ フ ェ ン ・プ レ チ ラ ク ロ
ール 粒剤とい っ た効果 の 高 い

除草剤を用 い る な らば，効率的な 漏生除去が 可能 と考 え

られ た 。

　　　　　　　　　　摘　 　要

　水稲採 種圃 に お け る純度 の 高い 種子 の 効率的生産の た

め，漏生 防止効果 の 高 い 除草剤 の 選 定 と そ の 使用法 を 明

らか に しtこ。

1．漏生 防止効果 の ほ と ん ど無 い 除草剤を使用 した場合，

　10a 当 た り100本以 Lの 漏生が 見 られ た 。

2．漏生 防止効果 の 高い 除草剤 は，移植前処理 剤で は オ

　キ サ ジ ア ゾ ン ，オ キ サ ジ ア ゾ ン ・ ブ タ ク ロ
ール 乳剤で，

　移植後処 理 剤 と して はプ レ チ ラ ク ロ
ール

， メ フ ェ ナセ ッ

　F，ブ タ ク v 一ル 各粒剤 とそ の 混合剤 で あ っ た 。

3．漏生防 止効果 と雑 草防除効果を と もに 安定 させ る に

　は，移植 前処理 剤 と移植後処理 剤 と の 体系処 理 が 最 も

　有効で あ る。

4 ．移植前処理剤 は漏生防止効果 が安定 して い る 。

5 ．移植後 処理 剤 は 処理時期が 遅 くな る と効果 が低下 し

　や す い の で ，使用基準内で 早 め に 処 理 す る っ
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